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【要旨】
本論文は、生涯学習支援の中で急速にクローズアップされつつある仕事移動支援
の中の仕事移動（転職と地域社会活動移動）診断に着目し、診断の最初に行う仕事
希望の構造把握とそのパターン分析がどのようなものかを明らかにすると共に、こ
れまで研究開発を行ってきた診断技法を提出しようとするものである。診断法につ
いては、(1)チェックリストやチェックツールを用いて受診者の仕事希望の構造を把
握する方法、(2)記号論理学や関係計算法などを用いてパターン分析を行い、仕事希
望の構造やそこに潜む問題・課題を明らかする方法を提出した。今後の課題として
は、パターン分析を行う際に行う要素間関係の定式化の方法をさらに容易にするこ
とがあげられる。

１．本論文の目的
本論文は、生涯学習支援の中で急速にクローズアップされつつある仕事移動支援の第１

段階に位置付けられる仕事移動診断に着目し、診断で最初に行う受診者の仕事希望の構造
把握とそのパターン分析がどのようなものかを明らかにすると共に、その技法を提示する
ことを目的としている。
ここでは、仕事移動を転職と地域社会活動移動の総称として用いているが、その診断が

必要とされるに至った社会的背景について、若干の説明を加えておきたい。
近年は社会変化が加速化し、少子高齢化、社会における高度情報通信技術の活用の進展

等と相俟って、雇用の在り方が変化する中で、転職・再就職が増加している。また、ボラ
ンティア活動などの地域社会活動に多くの人が参入するようになるに伴い、地域社会活動
間の移動も問題となりつつある。このような仕事移動を柔軟に行えるようにすることは、
これからの我が国にとっての重要な課題となるであろう。仕事移動にあたって、職業能力
の向上や地域社会活動のための知識・技術の向上が必要となる場合には、事前にさまざま
な学習が必要である。生涯学習支援の側からその学習を支援しようとすれば、まず仕事移
動の希望を診断するところから始めなければならない。そこに、新たな生涯学習支援の課
題があると考えられる。
われわれは、３年にわたりこの課題に取り組んできた。本論文は、その成果の一端を提

出するものである。
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ここでは、そのようなプロセスでの診断技法を、(1)仕事への希望・興味・関心を捉える
ための診断項目と枠組、(2)パターン分析に分けて述べたいと思う。

（１）仕事への希望・興味・関心を捉えるための診断項目と枠組
受診者が抱いている仕事への希望・興味・関心の把握にあたっては、それらを捉えるた
めの診断項目と枠組を設定し、「転職3)希望チェックリスト」「地域社会活動移動希望チェ
ックリスト」を作成した4)。
まず、受診者の仕事に対する希望・興味・関心についての情報を取り出すために、既存

の就職・転職に関する文献やウェブサイト、ブログ等を参照して７つの診断項目を設定し
た（第１表)。なお、この７項目を大項目と呼ぶことにする。

第１表診断項目（大項目）

さらに、受診者の希望や興味・関心を具体的に明らかにするために、より細分化された
小項目をも併せて設定した（小項目の例は第２表・第３表を参照)。
受診者の仕事への希望・興味・関心の程度は、１)大項目の重視度と、２)小項目に対する

希望・興味・関心の程度の２点で捉える。

1)大項目の重視度
仕事を選択する際の決め手になるのは、業種や職種、あるいは活動の内容であるとは限
らない。例えば、仕事をすることのできる時間に制限があるために、就業時間や活動時間
を重視して仕事を選ぶこともあるであろう。したがって、受診者がどの大項目をどの程度
重視するのかを明らかにしておく必要がある。
ここでは、そのような重視度を「とても重視する」「やや重視する」「こだわらない」と

いう３段階の尺度で捉えることにした。第２図は転職希望の例であるが、地域社会活動移
動希望でも同様の形式を用いている。

第２図転職希望チェックリスト間１（一部）
問１あなたは仕事を選ぶ際､次のＡ～Ｇについてどのくらい重視しますか｡当てはまる番号に○をつけてください。(必須）

（各項目の具体的な内容については､下や次ページを見てください｡）
Ａ 仕 事 の 業 界 （ 業 種 ) B 仕 事 の 内 容 （ 職 種 ) C 作 業 の 種 類 Ｄ 勤 務 地

１ こ だ わ ら な い １ こ だ わ ら な い １ こ だ わ ら な い １ こ だ わ ら な い
２ や や 重 視 す る ２ や や 重 視 す る ２ や や 重 視 す る ２ や や 重 視 す る
３ と て も 重 視 す る ３ と て も 重 視 す る ３ と て も 重 視 す る ３ と て も 重 視 す る
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転職 地域社会活動移動
Ａ仕事の業界（業種）
Ｂ仕事の内容（職種）
Ｃ作業の種類
Ｄ勤務地
Ｅ就業時間に関すること
Ｆお金に関すること
Ｇ雇用形態

Ａ活動の内容
Ｂ作業の種類
Ｃ活動場所
Ｄ活動時間
Ｅ報酬・経費
Ｆ将来の展望
Ｇ活動形態



2）小項目に対する希望・興味・関心の程度
先述のとおり、受診者の希望や興味・関心を具体的に明らかにするため、小項目でそれ
らの程度を尋ねることにしたが、その際には、「希望する、やってみたい」というポジティ
ブな希望だけでなく、「避けたい、やりたくない」というネガティブな希望についても明ら
かにしておく必要があろう。なぜなら、ネガティブな希望の存在に気づかないまま診断が
進んでいくと、受診者が避けたいと考えている条件が含まれている仕事を移動先の候補と
して挙げてしまうことにつながる可能性があるからである。
そこで、ここではポジティブな希望や興味・関心と、ネガティブな希望についてそれぞ

れ２段階、合計４段階の尺度を設定した（詳細は第４表の表頭を参照)。
具体的には、大項目それぞれについて第２表や第３表のように小項目を布置し、各小項
目ごとに尺度（◎、○、△、×）の該当するところにし印を入れることで回答するように
なっている。第２表の例は、この転職希望チェックリストに回答した受診者が建設業はで
きれば避けたい、またはあまりやりたくない、と考えていることを示している。

第２表転職希望チェックリスト間２第３表地域社会活動移動希望チェックリスト
( A 仕 事の業界（業種）の一部 ) R 5 ２ ( A 活 動 の内容の一部）

|｡|ol｡iＡ活動の内容
活動領域鐸…-"α'"齢,患鱗;…掴鍵鍛卿､燕i:摺雪、

保健・医療・福祉の増進
生涯学習や社会教育の推進

まちづくりの推進
学術、文化、芸術、スポーツの振興

環境の保全
災害救援
地域安全

人権の擁護または平和の推進
国|際協力

男女共同参画社会の形成の促進
子どもの健全育成
情報化社会の発展
科学技術の振興
経済活動の活性化

職業能力の開発､雇用機会の拡充支援
消費者の保護

|@|ol4IＡ仕事の業界(業種） Ａ活動の内容
も の を 作 る ＃ 鱗 ” 灘 : ‘ ゞ

農林業
漁業・水産業

鉱業
建設業（何でも可）
建設業（総合工事業）
建設業（職別工事業）
建設業（設備工事業）
製造業（何でも可）
製造業（食料品）
製造業（繊維製品）

製造業（木材・木製品）
製造業（パルプ・紙）
製造業（化学工業）
製造業（医薬品）

製造業（石油・石油製品）
製造業（ゴム製品）

製造業（ガラス・土石製品）
製造業（プラスチック製品）

製造業（鉄鋼）
製造業（非鉄金属）
製造業（金属製品）
製造業（機械）

製造業（電気機器）
製造業（輸送用機器）
製造業（精密機器）

製造業（出版・印刷関連産業）
製造業（その他製品）

１箔

し

ボランティア活動や地域活動などを行う
団体の運営又は活動に関する

連絡、助言又は援助

その他の活動領域（※）
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付表:パターン分析用論理式･関係式一覧

ｌ
全
Ｉ

類型 事象 論理式(L) 関係式(R)
大文字は集合
小文字は要素

八:そして、Ｖあるいは､弓:でない、
三等値､→:ならば

牛:組合せ:､エ:順序､":結合、
-<:包含、三:関係等値､→:導出

不変 １aは何があってもaで変わらない。 Ａ→Ａ a牛(aclob)一→ａ
説明 ２aはbに同じである。 Ａ三Ｂ ａ三ｂ

出現 ３aにbが結合すると､新たにcが生まれる。 (AAB)→Ｃ a牛(acpb)-→ｃ
出現 ４A…Ｎがあれば､それに対応したa…nがある。 (AAB…八N)→(aAb…八n) (A+B…牛N)→(aヰb…ヰn)
変化 ５a,b,cがあり､ａとbが結合するとcは変わって

しまう。
(AAB)→(C１→C2) (aヰb)→(c→c′）

説明 ６「aとb｣は､順序を入れ替え｢bとa｣となっても
｢aとb｣に同じである。 (A八B)三(BAA) (a=+b)三(bz*a)

変化 ７a､ｂがあり､ａが変わるとbも変わる。 (A!→A２)→(B!→B２) ((a,b)=+(a→a'))→(b→b′）
消滅 ８aがbになると､ａとbは共に消滅してしまう。 (A-→B)･→(三Ａ八弓B) (a→b)→(acヰbc)
消滅 ９aは､ｂがあろうとなかろうと消滅してしまう。 (AA(BV -B ) )三弓Ａ ａー→ac

消滅 １０aとbが同じところに存在すると､ａとbは消滅し
てしまう。 (AAB)→(弓Ａ八弓B) (a=fb)→(ac*bc)

出現 １１A…Ｎがあると､そこから何かが発生する。 (AAB…八N)→Ｘ (a=+b…牛n) → Ｘ

変化 １２aからbが導出される場合､ａがなくなると,bはｃ
になる。

(A→B)A( -AAB)→Ｃ ((a→b)ヰ(ac=fb))→ｃ

変化 １３aからbが導出される場合､ａに何かが付くと、
bはbl,…bnになってしまう。

((A→B)A(A八α))→(B,AB２…Bn) ((a→b)*(aclam))→(b→(b,,b2…bn))

変化 １４aに何かが付くと､ａはal…anになる。 (AA(A八α))→(A,AA２…An) (a牛(acpm))→（a l , a ２ , ● ● ･ａ
、）

消滅 １５aからbが導出され､そこからcが導出される場
合､ａとbが同じになるとcは消えてしまう。 ((A→Ｂ→C)A(A三B))→弓Ｃ ((a→b)→c)牛(a三b)→cｏ
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